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会 議 次 第 

１．開  会  １５：００～ 

 

２．由利地域協議会長あいさつ   

   秋を思わせる季節になりました。本日は忙しい中ご出席ありがとうございます。先月の豪雨災

害で厳しい秋を迎えたものと思われ、被災された皆様にはお見舞い申し上げます。 

 さて、地域協議会も２年が経過し、今までの歩みとして二つの大きな仕事がありました。一つ

めは市長から諮問された審議、二つめは市の総合発展計画等各種計画の審議でありましたが、合

併により住民が不安や心配されていたことを実施できてきたのか、どの程度理解されてきたの 

か？と考えています。様々な会合等で地域協議会のあり方について住民の方々から「市の一方的

な説明を聞くだけではないか？」「各員の要望がどの程度反映されてきたのか？」などの意見が

ありました。昨年地域の課題事項数点を、この地域協議会で協議決定し市長に提言書を提出した。

しかし、住民からはまだまだ課題も多く、協議会がどの程度存在感を出せるのか等、地域協議

会自体が形骸化されてきているように思われる。小破修理など地域の課題を速やかに解決してい

くためにも、支所長権限でできるようなものをもっと増やすべきではと思います。 

各地域協議会長の話し合いでもそのようなことを話し合われている。来月には市長を交えた各

地域協議会長の会議が予定されている。 

残された２年間精一杯邁進していきたいので、皆様におかれましても御難儀をお掛けいたしま

すが、ご協力お願いいたします。 

 

○佐々木理事あいさつ 

   今日から彼岸にはいりましたが、まだまだ暑い日が続いています。集中的な豪雨もあり全市的

な被害であった。被災された皆様にお見舞い申し上げます。 

 豪雨災害は農作物、農地の被害が多く出ている現状。約８億弱の被害額になる見込み。 

 ８月３１日に知事、県議会議長、国土交通省等へ災害復旧の要望書を提出した。この地域では

鮎川の護岸改修、国道１０８号立井地内の抜本的な改修対策についての要望書を出した。 

 今は９月議会の会期中であり、災害に関する経費分約７～８億の補正を予定している。 

 なお、国体が開催され、当地域では１０月５日から少年女子ソフトボールが行われ、矢萩委員

のお子さんも選手として出場する。各選手団に暖かいおもてなしをお願いしたい。 

 

 



３．行政報告  

    ・国体開催関係について ～三浦主席参事（※別紙資料①により説明） 

   （Ａ委員）組み合わせ表に一塁側、三塁側スタンドが明記されていないがどうなのか？ 

    （回答）組み合わせの先（上）に記載されているのが一塁側となります。 

   ・８月の集中豪雨災害について ～鈴木振興課長（※別紙資料②により説明） 

   （Ｂ委員）国の災害を受ける件数は？ 

    （回答）資料②の被害報告書のとおり説明 

        （第１回目査定９／２５～２８ ３箇所～南福田、金山線、飯沢１号線） 

        （農業施設６箇所予定 9/15 支所だよりに掲載されている制度の活用を） 

 

４．案 件 ～進行：佐藤会長 

   議事録署名人 畑中委員、須田委員 

１）由利本荘市由利地域総合発展計画登載事業について 

   ①内容説明 ～振興課 佐藤主査 

       ※別紙資料③に基づいて１９年度見直しした内容等について説明。 

 ②意見聴取（質疑・意見等） 

  （Ｃ委員）先日のさきがけ新聞で見たのですが、市の実質公債費率が１８％を超えたため、

公債費負担適正化計画を策定する？との記事を見たが内容について説明願いた 

いのと、このことにより発展計画登載事業の２０年度事業も見直しされるのか？

   （回答）本年度になってから、国の算定基準が変わったことで１８％を超えた。 

       公債費負担適正化計画は、公債比率が１８％を超えると地方債の許可団体となる

ことから策定し県等へ提出しなければならない計画である。１０カ年の公債費を

いかに１８％以下に下げるか合併特例債、過疎債をどういうふうに減らしていく

のかなど事業の精査をしていかなければならない。 

  （Ｃ委員）事業精査は安全安心のまちづくりをモットーにして進めていってほしい。 

  （Ｄ委員）合併前に「新市まちづくり計画」を策定したが、市総合発展計画にはその際計画

した事業全てが挙げられているのか？もっと事業があったように思われる。 

   （回答）日常の施設管理費、軽微な修繕費等は計画には挙がっていないが、まちづくり計

画を基礎に策定した総合発展計画であり、大きな事業は全て登載されている。 

  （Ｅ委員）白百合苑大規模修繕事業は昨年当協議会で要望したエアコンの修繕か？ 

   （回答）室外機の音が近隣住民へ騒音になっているため、対策を講ずるためエアコン室外

機修繕の見積もりをとったが、そのことが最善なのかどうかを課内等で協議して

いる。現在は安価な夜間の消費電力を止め、朝方にエアコンを稼働させている。

市の財政状況が厳しい中で、２００～３００万円の工事が得が、消費電力が得な

のか現在検討中である。 

  （Ｆ委員）財政状況が厳しいのは以前から様々な会でも言われており承知している。 

       由利橋の改修についても色々なことを考えて設計を見直すなど、安価な方法で改

修を行うべきではないか？ 

     （回答）意見として承りました。 



  （Ｂ委員）総合発展計画の中で全市にまたがるもので、英語表記の観光案内看板の設置は？ 

   （回答）由利地域は南由利原に１箇所予定。これから入札する段階である。 

（Ｂ委員）防災センター・消防庁舎建設事業は２１年度から２３年度となっているみたいですが

当初は１７年度からの事業であったはず。なぜ遅れたのか？ 

   （回答）一体事業であるため本庁へ確認します。 

  （Ｇ委員）もうすぐ国体というのにＰＲが足りなく盛り上がりがないように思う。近所の人もど

うすればいいのか、どういう内容なのかよくわかっていなく聞かれることもある。チ

ラシを作成してコンビニなどの各商店にもチラシやポスターを設置することが大事 

では？ 

   （回答）現在チラシを設置することで対応しています。 

  （Ｅ委員）由利中学校校舎屋上防水改修事業は２４年度で大丈夫なのか？ 

   （回答）２４年度で大丈夫である。合併特例債充当事業でできるのであれば１９年度に実施予

定だったが、該当しなかったため当初の予定通り２４年度に実施する計画になった。

  （Ｅ委員）由利地域にも新しい市営住宅を建てていただきたい。 

   （回答）現住宅は水洗化されていないため、発展計画では２３年度から２６年度にかけて建て

かえ事業を実施する計画である。一度のに全ては財政的に厳しく、順次建て替えして

いく必要がある。 

  （Ｅ委員）厳しい財政であり、市の広報に広告を掲載し広告料を頂くようにすればいいのでは？

   （回答）意見として承ります。 

  （Ｈ委員）今年の５月に島田洋七が講演に来た。全国的に有名な文化人でありながら音響の悪い

由利体育館で実施した。新しい由利小学校体育館や由利中学校体育館で実施したく教

育事務所に貸してもらえるよう相談に行ったが断られた。入場料や出店等のことで貸

せないとのことでしたが、地域に元気を与えるために商工会が先になって実施した事

業であり、このような場合には公の施設は貸して頂けるような配慮をお願いしたい。

   （回答）学校施設の管理規定により貸せない内容であった。学校施設では入場料を徴収するこ

とや飲食販売、飲酒、タバコもできないことになっている。 

 

  （Ｈ委員）学校で過去に似たような事業を実施してきた経緯もある。合併前は実施していたのに

合併してからはだめなのか？今後も貸せないとなるとこの地域では文化人との交流

事業は出来ないと考えられる。 

   （回答）合併前の規定でも同じ規約内容であったと思う。旧由利町時代では小中１校ずつであ

り、特例で許可したと思われる。 

  （Ｈ委員）資料②にページを入れてほしい。資料③には№１．２など上から順に番号を付けてほ

しかった。事業名を探すのに手間取る。 

   （回答）承りました。 

  （Ｉ委員）先日の集中豪雨で由利小学校のグランドが冠水した。グランドの排水溝が一つしかな

いとのことであった。排水対策が不十分では？ 

   （回答）グランドの冠水の原因は、周辺の農業水路から水が入ってきたことである。 

 



  （Ｋ委員）県道南由利原鮎川線のガス管の敷設工事が終了した箇所から舗装工事を行っているが

デコボコの状態であり、今後全体的な補修は予定されていないのか？ 

       また、新潟中越地震で刈和野原発の放射能漏れ事故があったが、石油資源開発ではこ

のような場合の危機管理はどうなっているのか？ 

   （回答）県道の舗装については、現状は仮舗装であり最終的には全体工事が終了してから片側

全面張り替え工事を行うものと想定されます。石油資源開発の危機管理は危機管理マ

ニュアルを作成しているとのこと。 

  （Ｋ委員）災害時に出動している消防団員から「腹が減って大変でした」との声があったが、市

では団員に腹の足しになるようなものは出せないのか？ 

   （回答）豪雨災害で夜間見回る業務があるため、団員に夕食の弁当を出しましたが、西上原の

行方不明の捜索については、準備する間がなく出していない。 

（Ｌ委員）今は子育ての重要性がやっと取りざたされてきていますが、まだまだ女性が安心して

働きながら子育てをできるような環境にはなってきていない現状と思われる。 

     今後は団塊の世代が現役を引退し、益々高齢化社会になっていく中で、介護のバトン

タッチというべきか、ディサービスセンターの中で子ども達を見ていくなどのシステ

ムが構築されてもいいのでは？ 

  （回答）意見として承ります。 

５．閉会 ～渡邊由利総合支所長 

   先般の豪雨災害では消防団の皆様には大変御難儀をお掛けしました。いよいよ国体が間近にな

ってきましたが皆様には応援等含めご協力方お願いしたい。別紙で配布しています石油資源開発

(株)社長さんの講演につきましてもご参加頂きたくお願いします。 

 活発な意見等あり長時間になりご苦労様でした。本日はありがとうございました。 

 

                                終了 １７：１０ 

 

会 議 の 経 過 別紙のとおり 
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